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前
書
き

一

本
稿
を
目
に
さ
れ
る
読
者
は

｢

原
理
主
義｣

と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
何
を
連
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
九
・
一
一
事
件
を
想
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
を
想
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
原
理
主
義
を
想
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ

以
外
の
こ
と
を
連
想
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
以
上
に
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
詳
し
い
人
も
多
数
お
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
私
が
本

稿
に
お
い
て
論
じ
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
と
も
ち
ろ
ん
無
関
係
で
は
な
い
が
、
私
の
関
心
の
本
体
は
そ
こ
に
置
か

れ
て
は
い
な
い
。
政
治
的
問
題
、
宗
教
的
問
題
、
文
化
的
問
題
に
つ
い
て
、
或
る
具
体
的
見
解
を
叙
べ
よ
う
と
す
る
の
で
も
な
い
。
政

治
的
論
評
を
企
て
る
の
で
も
な
い
。
寧
ろ
私
は
、
原
理
主
義
が
語
ら
れ
る
幾
つ
か
の
事
実
や
問
題
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
そ
こ
に
潜
ん

で
お
り
、
常
に
作
用
し
て
い
る

(

と
私
に
思
わ
れ
る)

構
造
的
な
特
質
を
、
そ
れ
も
人
間
本
性
と
の
連
関
の
下
に
、
描
き
出
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

二

お
お
ま
か
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
人
間
の
本
性
的
な
要
求
か
ら
、
我
々
は
原
理
的
な
る
も
の
へ
の
遡
源
的
探
究
を
志
向
す
る
よ
う
予

め
構
造
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て

｢

原
理
主
義
的
な
る
も
の｣

と
の
連
関
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

た

｢

原
理
主
義
的
な
る
も
の｣

へ
の
本
性
的
傾
動
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
の
事
態
か
ら
こ
れ
を
絶
対
化
し
て
い
く
と
い
う
誤
り
を
犯
す

段
階
で

｢

原
理
主
義｣

が
登
場
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
私
の
大
雑
把
な
診
立
て
で
あ
る
。
後
半
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論

家
の
最
近
の
業
績
の
紹
介
も
交
え
て
、
一
般
に
予
想
さ
れ
る
も
の
と
は
若
干
異
な
る
視
点
か
ら
の
考
察
も
手
掛
け
て
み
た
い
。

以
下
の
叙
述
は
こ
の
こ
と
の
詳
論
を
目
指
す
の
で
は
あ
る
が
、
成
功
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
固
よ
り
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
た
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だ
少
な
く
と
も
原
理
主
義
の
孕
む
問
題
は
我
々
一
人
一
人
に
無
縁
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
察
知
し
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
拙
稿
の

目
的
の
大
半
は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

Ⅰ

根
本
主
義
誕
生
と
原
理
主
義
に
つ
い
て

三

先
ず
原
理
主
義
の
語
源
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
か
ら
説
き
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
原
理
主
義
と
い
う
語
句
は
、
勿
論

��������������
の
翻
訳
語
で
あ
る
。
こ
の
原
語
は
、
最
初
は

｢

根
本
主
義｣

と
翻
訳
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
に

ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
で
根
本
主
義
の
闘
争
綱
領
が
採
択
さ
れ
た

(

九
参
照)

。

四

以
下
で
は
、
基
本
的
に
は
小
川
忠

『
原
理
主
義
と
は
何
か』

に
依
拠
し
て
、
原
理
主
義
一
般
と
特
に
ア
メ
リ
カ
の
原
理
主
義
に
つ

い
て
概
括
を
試
み
る
。

原
理
主
義
と
い
う
語
で
連
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義

、
、
、
、
、
、
、
、
、
は
、
一
般
に
は
、
急
進
的
で
暴
力
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
保
守
思
想
、

社
会
・
政
治
運
動
を
さ
す
言
葉
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
着
目
す
る
と
、｢

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興｣

と
い
う
社
会
現
象
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
社
会
を
イ
ス
ラ
ー
ム
が
理
想
と
す
る
世
界
に
反
す
る
堕
落
し
た
状
態
と
考
え
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
理
想
に
近
づ
く
実
践
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
組
織
化
さ
れ
た
政
治
・
社
会
運
動
を

｢

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義｣

と
呼
ぶ
。
そ
の

運
動
に
は
、
社
会
公
益
を
担
う
運
動
と
、
政
治
権
力
獲
得
を
目
指
す
運
動
と
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
政
治
的
な

｢

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

者｣

の
中
に
は
、
暴
力
へ
の
訴
え
を
も
辞
さ
な
い
急
進
的
過
激
集
団
も
存
在
す
る
。
勢
い
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
を
報
道
す
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
動
き
の
全
体
像
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
従
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
は
、
社
会
政
治
運
動
と
し
て
の

｢

イ
ス
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ラ
ー
ム
主
義｣

、
そ
の
社
会
的
背
景
と
し
て
の

｢

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興｣

の
一
部
、
そ
れ
も
極
端
な
形
で
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

先
ず
、
こ
れ
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
第
一
点
で
あ
る
。

五

原
理
主
義
の
考
察
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
シ
カ
ゴ
大
学

｢

原
理
主
義｣

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
考
に
な
る
。
そ
の
研
究
成
果
の

う
ち
、
第
一
巻

『

原
理
主
義
の
観
察』

、
第
五
巻

『

原
理
主
義
の
把
握』

、
特
に
第
五
巻
が
参
照
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
原、
理、
主、
義、
の、

特、
質、
を
見
る
と

[
言
う
ま
で
も
な
く
、
小
川
氏
の
著
作
に
依
拠
し
て
で
あ
る
が

(

二
二
―
二
三
頁)]

、

①

原
理
主
義
の
特
質
は
、
・
・
・
新
旧
の
要
素
が
交
じ
っ
た
混
成
的
形
態
で
あ
る
。

②

原
理
主
義
者
は
、
宗
教
的
伝
統
を
守
る
と
主
張
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
新
し
い
思
想
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拠
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す

る
。

③

原
理
主
義
者
に
よ
っ
て
理
想
と
さ
れ
る
過
去
と
は
、
汚
れ
の
無
い

｢

想
像
上
の
過
去｣

で
あ
る
。｢

過
去｣

の
名
の
下
に
、
現
在

ま
で
続
い
て
き
た
秩
序
を
破
壊
す
る
新
し
い
原
理
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

④

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て

｢
近
代
に
対
す
る
反
発｣

と
い
う
形
で
原
理
主
義
運
動
は
誕
生
し
た
。

次
に
原
理
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
徴

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
見
る
と

(
二
四
頁)

、

①

近
代
化
に
よ
る
宗
教
危
機
に
対
す
る
反
応
、[

世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
宗
教
を
存
亡
の
危
機
に
追
い
や
り
、
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
解
体
す
る
と
し
て
、
こ
れ
に
反
対
反
発
す
る
。]

②

選
択
的
な
教
義
の
構
築
、[

米
国
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
は
終
末
論
に
着
目
、
中
絶
に
強
く
固
執
し
て
反
発�
何
故
で
あ
っ
た
の
か
。

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
か
ら
み
て
シ
ロ
ク
ロ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
問
題
の
代
表
格
は
、
中
絶
問
題
で
あ
る
。(

河
野

『

ア
メ
リ
カ

の
原
理
主
義』

、
九
〇
頁)�
／
イ
ラ
ン
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
は
危
機
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
が
政
治
的
決
断
を
担
う
と
い
う
教
義

を
強
調]
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③

善
悪
二
元
論
的
な
世
界
観
、[

善
と
悪
、
ウ
チ
と
ソ
ト
と
い
う
分
か
り
易
い
構
図
が
描
か
れ
、｢

他
者｣

｢

外
部
者｣

｢

異
人｣

イ
コ
ー

ル
｢

邪
悪
な
る
者｣

と
位
置
づ
け
る
。]

④

聖
典
の
無
謬
性
の
主
張
、[

聖
典
の
無
謬
性
を
主
張
し
、
解
釈
を
拒
否
す
る
。
↓
解
釈
の
余
地
が
あ
っ
た
聖
典
を
文
字
通
り
読
め
、

と
い
う
一
つ
の
聖
典
解
釈
。]

⑤

終
末
観
的
世
界
認
識
と
救
世
思
想
、[

終
末
論
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
世
界
観]

の
諸
点
が
確
認
さ
れ
る
。

更
に
、
原
理
主
義
に
は

、
、
、
、
、
、
以
下
に
列
挙
さ
れ
る
如
き
組
織
的
特
徴

、
、
、
、
、
が
見
ら
れ
る

(

三
一
―
三
二
頁)

。

①

選
民
思
想
、[

原
理
主
義
組
織
と
そ
れ
以
外
と
の
峻
別
＋
幹
部
集
団
と
一
般
構
成
員
と
の
峻
別]

②

組
織
の
ウ
チ
と
ソ
ト
と
の
明
確
な
区
別
、[

原
理
主
義
組
織
と
そ
れ
以
外
＝
罪
深
き
者
共
と
の
峻
別]

③

カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
者
の
存
在
、[
指
導
者
の
支
持
は
組
織
内
で
絶
対
視]

④

厳
格
な
規
律
、
行
動
規
範

[

集
団
行
動
を
重
ん
じ
、
厳
格
な
行
動
規
範
が
実
施]

六

ア
ブ
ラ
ハ
ム
系
原
理
主
義
と
原
理
主
義
的
運
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
関
し
て
は
、
前
者
は
、
宗
教
が
そ
の
直
面
す
る
問
題
解
決
の
た
め
に
政
治
に
関

与
す
る
。
後
者
は
、
国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
強
化
の
た
め
に
、
宗
教
が
動
員
さ
れ
る
。[｢

敵｣

と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
は
、

他
民
族
、
異
教
徒
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ア
ル
ス
タ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
。
イ
ン
ド
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
よ
る
民
族
義
勇
団]

ユ
ル
ゲ
ン
ス
マ
イ
ヤ
ー
教
授
に
よ
る
と

(

三
四
―
三
六
頁)

、
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
系
原
理
主
義
と
原
理
主

義
的
運
動
を
包
括
的
に
呼
ぶ
名
称
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
政
治
性
と
宗
教
性
は
縺
れ
合
っ
て
い
る
。

そ
の
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
列
挙
す
る
と
、

・
世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
拒
否
し
、
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・
世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
西
洋
的
か
つ
新
植
民
地
主
義
的
と
み
な
す
。

・
拒
否
は
根
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
敵
意
が
あ
り
、
か
つ
暴
力
的
で
あ
る
。

・
そ
の
闘
争
を
宗
教
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
遂
行
す
る
。

・
世
俗
的
国
民
国
家
に
代
わ
る
宗
教
的
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
。

な
ど
の
諸
点
が
確
認
さ
れ
る
。

小
川
忠
氏
の
評
価
に
よ
る
と
、
ユ
ル
ゲ
ン
ス
マ
イ
ヤ
ー
教
授
の
議
論
の
特
徴
は
、
世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
の
関
係
を
、
秩
序

を
め
ぐ
る
競
争
相
手
と
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
難
点
が
あ
る
。
西
洋
＝
世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
非
西
洋
＝
宗
教

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
捉
え
、
よ
っ
て
、
両
者
の
対
立
を

｢

西
洋｣

と

｢

非
西
洋｣

の
対
立
に
転
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(

三
六
頁)

。

愛
郷
主
義
と
し
て
の
原
理
主
義

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(

松
本
健
一

『

原
理
主
義

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム』)

愛
郷
主
義
の

｢

郷｣
(

郷
土)

と
は
、
共
同
の
郷
土
を
指
し
、
共
同
の
郷
土
の
文
化
と
か
宗
教
に
誇
り
を
持
つ
と
い
う
自
然
な
感
情
、

共
同
の
生
活
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
思
想
、
感
情
、
あ
る
い
は
文
化
や
宗
教
を
一
つ
の
原
理
に
仕
上
げ
た
も
の
が

｢

パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム｣

愛
郷
主
義
。
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
復
権
と
は
、
こ
の
愛
郷
主
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
を
経
て
小
川
氏
の
解
す
る
原
理
主
義
と
は
、｢
近
代
化
を
推
進
す
る
世
俗
政
治
権
力
に
対
し
て
宗
教
の
側
か
ら
反
抗
を
試

み
る
思
想
、
運
動｣

と
総
括
さ
れ
る

(

四
〇
頁)

。
そ
れ
と
類
似
す
る
が
、
政
治
目
的
と
宗
教
目
的
が
合
体
し
て
国
民
国
家
の
統
合
を

強
化
し
よ
う
と
い
う
思
想
、
運
動
を

｢

宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム｣

と
呼
ぶ
。
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Ⅱ

米
国
の
原
理
主
義

七

原
理
主
義
は
何
故
ア
メ
リ
カ
で
生
れ
た
の
か
？

米
国
と
い
う
国
家
そ
の
も
の
が
、
原
理
主
義
的
な
体
質
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。

(

四
三
頁)

｢

市
民
宗
教｣

(

ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー)

と
は
、
国
家
、
あ
る
い
は
そ
の
民
族
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
存
在
の
意
味
を
与
え
る

特
定
の
宗
教
体
系
、
あ
る
い
は
価
値
の
体
系
の
謂
い
で
あ
る
。
別
の
研
究
者

(

森
孝
一
同
志
社
大
学
教
授)

は
、
こ
れ
を

｢

見
え
ざ
る

国
教｣

と
呼
ぶ

(

四
五
頁)

。

米
国
の
見
え
ざ
る
国
教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
近
い
が
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
包

含
し
、
多
民
族
国
家
ア
メ
リ
カ
を
統
合
す
る
た
め
の
宗
教
体
系
で
あ
る

(

四
五
頁
以
下)

。

十
九
世
紀
後
半

、
、
、
、
、
、
、
南
北
戦
争
を
経
た
米
国
の
社
会
変
化
は
か
つ
て
な
い
規
模
の
も
の
だ
っ
た

(

四
七
―
四
八
頁)

。

[

北
部
諸
州
は
農
業
社
会
か
ら
産
業
社
会
へ
と
構
造
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
大
都
市
に
工
業
地
帯
の
形
成
、
労
働
力
と
し
て
の
東
欧

や
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
大
量
移
民
。
労
働
環
境
の
悲
惨
、
子
女
の
長
時
間
労
働
。]

リ
ベ
ラ
ル
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、｢

後
千
年
王
国
説

、
、
、
、
、
、｣

を
採
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
神
の
王
国
が
建
設
さ
れ

た
後
に
、
キ
リ
ス
ト
の
降
臨
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
の
原
理
主
義
は

｢

前
千
年
王
国
説

、
、
、
、
、
、｣

を
採
り
、
終
末
の
直
前
に

キ
リ
ス
ト
が
降
臨
し
、
彼
の
支
配
に
よ
る
千
年
王
国
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
す
る
。(

英
国
人
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
ダ
ー
ビ
ー)

一
九
〇
九
年
、『

ス
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
註
釈
聖
書』

公
刊
。
こ
れ
も
前
千
年
王
国
説
を
唱
え
る
。
米
国
原
理
主
義
者
に
と
っ
て
最
も
権

原理主義についての原理的・批判的考察
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威
あ
る
文
書
と
さ
れ
た

(

四
九
頁)

。

八

一
八
七
三
年
に
、
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
・
プ
レ
ズ
ビ
テ
リ
ア
ン
神
学
校

(

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン)

の
Ｃ
・
ホ
ッ
ジ
が

『

体
系
的
神
学』

を
公
刊
し
た
。
そ
の
息
子
Ａ
・
ホ
ッ
ジ
ら
は
、
聖
書
の
一
字
、
一
句
が
誤
り
の
な
い
客
観
的
真
実
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る

(
五
〇
―
五
一
頁)

。

一
八
七
四
年
に
、
Ｃ
・
ホ
ッ
ジ

『

ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
と
は
何
か』

を
公
表
し
た
。

彼
等
は
理
性
の
み
が
論
敵
を
ひ
れ
伏
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
理
性
の
み
に
よ
っ
て
理
性
と
は
別
の
次
元
に
存
在
す
る
宗

教
的
真
実
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
主
張
と
相
容
れ
な
い
教
義
、
信
仰
を
切
り
捨
て
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

(

五
一
頁)

。

リ
ベ
ラ
ル
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
ス
ラ
ム
に
お
け
る
福
祉
や
教
育
活
動
を
通
じ
て
神
の
正
義
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
説
い
た

(

五

二
頁)

。
ド
イ
ツ
生
れ
の

｢

高
等
批
評｣
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
聖
書
を
実
証
的
、
歴
史
的
に
文
献
研
究
対
象
と
す
る
。

一
八
九
一
年
、｢

高
等
批
評｣

を
語
っ
た
若
い
司
祭

(

牧
師
？)

が
異
端
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。
裁
判
の
結
果
、
当
該
司
祭
は
釈
放
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
保
守
派
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(

五
三
頁)

。

一
八
八
六
年
、
ド
ワ
イ
ト
・
ム
ー
デ
ィ

(

米
国
原
理
主
義
の
父)

、
シ
カ
ゴ
に
ム
ー
デ
ィ
聖
書
研
究
所
を
設
立
す
る
。
ム
ー
デ
ィ
も
貧

困
層
に
目
を
向
け
た
。
尤
も
そ
れ
は
共
産
主
義
へ
の
警
戒
心
か
ら
で
あ
っ
た
。
世
界
が
破
局
す
る
直
前
に
は
悪
魔
の
勢
力
が
拡
大
す
る

と
い
う
終
末
の
世
界
と
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
た
。

一
八
八
七
年
、
ア
メ
リ
カ
防
衛
協
会

(

ア
メ
リ
カ
最
大
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体)

結
成
。

一
九
〇
二
年
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
聖
書
学
院

一
九
〇
七
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
聖
書
研
究
所

(

Ｌ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
設
立)

九

い
よ
い
よ
原
理
主
義
の
登
場

、
、
、
、
、
、
、
に
つ
い
て
語
る
と
き
が
来
た

(

五
五
頁)

。

研究ノート
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二
十
世
紀
最
初
の
二
〇
年
間
ほ
ど
は
陣
営
を
問
わ
ず
、
社
会
問
題
に
強
く
関
与
し
よ
う
と
試
み
た
。
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
一
九
一
一
年

に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
テ
ル
ツ
ェ
ル
が

｢

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
労
働
者
寺
院｣

を
建
設
し
て
い
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
社
会
主
義
の

合
体
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

保
守
派
は
ど
う
か
と
言
う
と
社
会
運
動
を
強
化
し
た
。
社
会
救
世
活
動
は
悪
魔
に
対
す
る
闘
い
で
あ
り
、
物
質
主
義
に
対
す
る
闘
い

で
あ
る
と
さ
れ
た
。

一
八
九
五
年
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
に
て
聖
書
会
議
が
開
か
れ
、
根
本
主
義

(

又
は
原
理
主
義)

の
闘
争
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
主
要
綱
領
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(

１)

処
女
降
臨
に
対
す
る
絶
対
的
信
仰
。

(

２)

十
字
架
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
り
人
間
の
罪
が
贖
わ
れ
た
こ
と
。

(

３)

肉
体
の
復
活
。

(

４)

目
に
見
え
る
形
で
の
イ
エ
ス
の
地
上
へ
の
再
臨
。

(

５)

聖
書
の
記
述
に
は
ま
っ
た
く
誤
り
が
な
い
こ
と
。(
ブ
ラ
ウ
ア
ー

『

ア
メ
リ
カ
建
国
の
精
神』

二
五
三
頁)

さ
て
、
こ
う
し
た
社
会
の
動
き
を
背
景
に
し
て
、������������

(

諸
原
理)

普
及
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

一
九
一
〇
―
一

九
一
五
年)

が
始
動
す
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
三
〇
〇
万
部
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
保
守
主
義
が
原
理
主
義
に
変
身
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
、
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
世
界
激
変
の
中
で
、
保
守
派
の
教
義
は
①
反
共
産
主
義
、
②
反
知
性
主
義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
き
、
政
治
と
の
関
係
性

を
深
め
て
い
っ
た

(

五
八
頁)

。

一
〇

原
理
主
義
の
基
本
的
な
性
格

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
そ
れ
は
、
敵
と
し
て
設
定
さ
れ
た

｢

他
者｣
に
向
け
ら
れ
る
恐
怖
、
反
感
、
敵
対
意
識
に
よ
っ

原理主義についての原理的・批判的考察
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て
際
立
っ
て
い
る
。
米
国
の
原
理
主
義
の
ば
あ
い
も
御
多
分
に
洩
れ
ず
、
新
移
民
、
共
産
主
義
、
合
理
主
義
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が

渦
巻
い
て
い
る

(

五
八
頁)

。

一
九
一
九
年
、
Ｗ
Ｃ
Ｆ
Ａ

(

世
界
キ
リ
ス
ト
教
原
理
協
会)

設
立
。(

レ
イ
リ
ー
、
Ａ
・
Ｃ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
達)

レ
イ
リ
ー

｢
こ
の
戦
い
は
除
隊
命
令
の
な
い
戦
い
で
あ
る
。｣
(

五
九
頁)

一
九
二
〇
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

(

元
国
務
長
官)

、
猛
烈
な
進
化
論
批
判

、
、
、
、
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ツ
ア
ー
を
全
米
で
開
始
し
た

(

六
〇
頁)

。

ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
前
千
年
王
国
説
的
終
末
観
を
採
ら
ず
。
彼
の
敵
意
は
進
化
論
に
の
み
向
け
ら
れ
た
。
と
言
う
の
も
、
①
欧
米
諸
国

で
は
、
科
学
技
術
そ
の
も
の
に
対
す
る
懐
疑
の
念
が
大
衆
レ
ベ
ル
で
も
広
が
っ
た
。
②
複
雑
か
つ
専
門
化
し
た
科
学
の
発
展
は
、
大
衆

の
素
朴
な
世
界
認
識
と
の
溝
を
深
め
て
い
っ
た
、
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
反
進
化
論
が
米
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
原
理
主
義
者
に
と
っ
て
最
優
先
課
題
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
く

(

六
一
―
六

二
頁)

。

南
部
諸
州
は
保
守
的
土
壌
の
強
い
土
地
柄
。
進
化
論
の
青
年
層
へ
の
浸
透
を
恐
れ
た
フ
ロ
リ
ダ
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
、

テ
ネ
シ
ー
等
、
公
教
育
に
お
け
る
進
化
論
教
育
を
禁
じ
る
州
法
を
制
定
し
た
。

一
九
二
五
年
、
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ー
プ
ス

(

テ
ネ
シ
ー
州
生
物
学
教
師)
、
訴
追
さ
れ
る
。

リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ダ
ロ
ー
を
団
長
と
す
る
弁
護
団
を
テ
ネ
シ
ー
に
派
遣
し
た
。

原
理
主
義
陣
営
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
裁
判
を
担
当
し
た
。

研究ノート
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こ
こ
に
、
全
米
の
注
目
を
集
め
る
、
リ
ベ
ラ
ル
派
信
奉
す
る

｢

表
現
の
自
由｣

対
原
理
主
義
内
包
の

｢

大
衆
民
主
主
義｣

の
対
決
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

ス
コ
ー
プ
ス
に
は
有
罪
判
決
。
し
か
し
、
輿
論
の

｢

判
決｣

は
圧
倒
的
に
リ
ベ
ラ
ル
派
に
傾
い
た
。

ス
コ
ー
プ
ス
裁
判
に
よ
っ
て
、
原
理
主
義
者
は
宗
教
界
で
築
き
つ
つ
あ
っ
た
地
位
を
一
挙
に
失
い
、
米
国
の
宗
教
、
言
論
の
場
で
、
異、

端、
者、
と、
し、
て、
長、
く、
沈、
黙、
を、
守、
ら、
ざ、
る、
を、
え、
な、
い、
立、
場、
に
追
い
込
ま
れ
た

(

六
三
頁)

。

そ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
原
理
主
義
は
、
体
制
外
少
数
派
と
し
て
彼
ら
の
主
張
は
一
層
先
鋭
化
し
、
政
治
的
に

は
右
傾
化
の
道
を
た
ど
る
。

一
方
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
外
な
ら
ぬ
そ
の
原
理
主
義
と
は
近
代
社
会
が
も
た
ら
し
た
矛
盾
に
根
を
は
っ
て
育
っ

て
き
た
近
代
の
産
物
と
い
う
点
を
見
落
と
し
、
原
理
主
義
を
過
小
評
価
し
た

(

六
四
頁)

。

一
一

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
原
理
主
義
は
潜
行

、
、
、
、
、
、
、
し
て
い
っ
た

(

六
四
頁)

。
一
九
二
七
年
、
ボ
ブ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
設
立
。
こ
れ

は
原
理
主
義
の
牙
城
と
な
る
。[

学
生
達
は
卒
業
後
、
神
の
戦
士
と
し
て
無
神
論
者
と
の
戦
い
に
邁
進
す
べ
し
と
教
え
ら
れ
て
い
た
。

大
学
が
敵
と
し
た
の
は
、｢

無
神
論
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
に
よ
る
聖
書
に
対
す
る
攻
撃｣

、｢

い
わ
ゆ
る
近
代
主
義
者｣

、｢

リ
ベ
ラ
ル｣

、

そ
し
て

｢

原
理
に
お
い
て
妥
協
す
る
者
た
ち｣

で
あ
っ
た
。]

敵
意
を
抱
く
者
た
ち
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
強
迫
観
念
は
、
恐
怖
感
と
激
し
い
憎
悪
を
生
み
出
す
。
彼
ら
の
憎
悪
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
民
族
偏
見
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

(

六
六
頁)

。

一
九
三
〇
年
ま
で
に
、
五
〇
を
超
え
る
原
理
主
義
教
育
を
行
う
神
学
大
学
が
設
置
さ
れ
る
。
又
、
大
恐
慌
時
代
に
お
い
て
も
、
二
六

の
大
学
が
新
設
さ
れ
る
。

一
九
四
五
年
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
。
↓�
神
の
怒
り
に
よ
る
滅
亡
の
日
は
近
い
と
い
う�
悲
観
的
終
末
観
。

原理主義についての原理的・批判的考察
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一
九
五
〇
年
代
に
は
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
な
ど
の

｢

テ
レ
ビ
伝
道
者｣

の
活
躍
が
始
ま
っ
た
。

一
二

再
び
原
理
主
義
は
息
を
吹
き
返
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(

六
七
頁)

。
一
九
六
〇
年
代
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
公
民
権
運
動
、
ヒ
ッ
ピ
ー
な
ど

の
反
体
制
文
化
が
現
れ
る
。
社
会
が
大
転
換
期
を
迎
え
た
こ
の
時
期
、
新
し
い
文
化

[

ロ
ッ
ク
、
ド
ラ
ッ
グ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
性
の

解
放
等
々
。
原
理
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
旧
世
代
の
リ
ベ
ラ
ル
派
に
と
っ
て
も
道
徳
的
退
廃
と
映
る]

に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
宗
教
復

興
現
象
が
顕
著
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
原
理
主
義
も
息
を
吹
き
返
し
た
。

一
九
七
九
年
世
論
調
査
：
回
答
者
の
五
割
が
聖
書
に
誤
り
無
し
と
し
八
割
が
キ
リ
ス
ト
は
神
で
あ
る
と
回
答
。
一
三
〇
〇
の
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
道
専
用
ラ
ジ
オ
局
・
テ
レ
ビ
局
。
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
の
視
聴
者
。

原
理
主
義
復
活
要
因
：
①
南
部
諸
州
の
発
展
。

②
米
ソ
超
大
国
対
峙
時
代
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
が
急
速
に
強
大
化
。

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
子
供
を
公
立
学
校
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
系
私
立
学
校
へ
通
わ
せ
る
親
が
急
増
。

｢

道
徳
的
多
数
派

、
、
、
、
、
、｣

の
政
治
力

、
、
、
、(

モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
：
一
九
七
九
年
六
月
ジ
ェ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ウ
ェ
ル
を
代
表
と
し
て
結
成)

が
擡
頭
す
る

(

七
〇
頁)

。

｢

私
た
ち
の
国
家
が
道
徳
的
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
国
家
の
基
礎
で
あ
る
伝
統
的
な
家
庭
と
道
徳
価
値
が
多
く
の
不
道
徳

な
世
俗
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
や
リ
ベ
ラ
ル
派
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
実
に
い
や
け
が
さ
し
て
い
る
。
私
た
ち
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
道
徳

的
健
全
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
を
唯
一
の
関
心
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。｣

(

森
孝
一
訳
、
坪
内
、
一
三
八
頁)

か
く
し
て
、
反
進
化
論
に
代
わ
っ
て
、
①
家
族
的
価
値
の
擁
護
、
②
中
絶
反
対
、
③
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
強
化
を
争
点
化

す
る
。原

理
主
義
者
が
社
会
的
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
排
外
的
、
硬
直
的
主
張
を
、
時
代
に
あ
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
、
そ
れ
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に
よ
っ
て
不
安
定
な
時
代
に
米
国
民
が
求
め
て
い
た
確
か
な
価
値
を
供
給
す
る
と
い
う
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
再
び
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
(

七
二
頁)

。

一
九
八
〇
年
代
の
原
理
主
義
の
攻
撃
対
象
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
。

そ
の
攻
撃
的
な
姿
勢
は
銃
所
持
規
制
反
対
の
主
張
に
通
ず
る
。

道
徳
的
多
数
派
は

｢
聖
域｣

か
ら

｢

汚
れ
た
世
界｣

、
政
治
の
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
。
そ
の
世
界
で
闘
争
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、(

有
力
な
テ
レ
ビ
伝
道
師
の
金
銭
・
女
性
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
あ
っ
て)

や
が
て
衰
退
し
て
い
っ
た
。

一
三

｢

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
連
合

、
、
、
、
、
、
、
、｣
の
擡
頭
の
時
代
到
来
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(

七
四
頁)

。
一
九
八
八
年
、
パ
ッ
ト
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
大
統
領
選
に

出
馬
。
フ
ォ
ー
ル
ウ
ェ
ル

(

小
川
氏
で
は
｢

フ
ァ
ル
ウ
ェ
ル｣

、
河
野
氏
で
は

｢

フ
ァ
ウ
エ
ル｣

と
表
記)

に
代
わ
り
、
原
理
主
義
の

新
し
い
顔
に
な
る
。

一
九
八
九
年
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
政
治
団
体

｢
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
連
合｣

を
設
立
す
る
。
会
員
数
一
七
〇
万
人
と
も
。

そ
れ
に
続
き
、
ラ
ル
フ
・
リ
ー
ド

(

九
〇
年
代
の
原
理
主
義
ヒ
ー
ロ
ー)

が
現
れ
る
。

一
九
九
六
年
六
月
十
六
日
、
リ
ー
ド
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
放
送

｢
ミ
ー
ト
・
ザ
・
プ
レ
ス｣

で
注
目
す
べ
き
懺
悔
の
発
言
を
行
っ
た
。

｢

今
世
紀
、
社
会
的
正
義
を
求
め
る
主
た
る
闘
争
に
お
い
て
、
白
人
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
教
会
は
、
傍
観
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
間
違
っ
た
態
度
を

と
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。｣

(

坪
内
隆
彦

『

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
の
ア
メ
リ
カ』

一
九
九
頁)

こ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
連
合
の
方
針
・
方
向
転
換
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

一
四

｢

九
・
一
一

、
、
、
、｣

以
降
の
原
理
主
義
の
動
向

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(

七
五
頁)

米
国
歴
史
を
通
覧
し
て
み
る
と
、｢

原
理
主
義
が
力
を
得
る
の
は
、
時
代
が
転
回
し
、
社
会
が
流
動
化
す
る
時
で
あ
る｣

(

七
五
頁)

。
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フ
ァ
ル
ウ
ェ
ル
の
よ
う
な
米
国
の
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
が
抱
い
て
い
る
終
末
観
に
よ
れ
ば
、
流
浪
の
民
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
古
代
の
父
祖
の
地

に
帰
還
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
前
兆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
米
国
政
府
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
し
、
異
教
徒

(

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒)

を
聖
地
か
ら
追
放
す
べ
き
で
あ
る
と
彼
ら
は
主
張
す
る
の
だ
。｢

九
・
一
一｣

以
後
、
こ
の
よ
う
な
原
理
主
義
者
の
世
界
終
末
ビ
ジ
ョ
ン
を
現
実
の
も
の

と
し
て
受
け
止
め
る
米
国
市
民
が
増
え
て
い
る

(

七
七
頁)

。

世
界
を
善
か
悪
か
に
分
け
る
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
中
心
の
中
東
再
編
を
目
指
す
新
保
守
主
義
者

(

ネ
オ
コ
ン)

が
共
同
歩
調
を
と
り
、
米
国
の
外
交
政
策
を
左
右
す
る

(

七
八
頁)

。

以
上
は
、
基
本
的
に
、
小
川
忠

『
原
理
主
義
と
は
何
か』

に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ

ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
の
独
自
の
分
類
と
考
察

一
五

長
年
ボ
ン
大
学
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
理
論
と
司
牧
神
学
を
講
じ
た
ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
哲
学
を
巡

る
相
対
主
義
と
原
理
主
義
の
緊
張
関
係
と
い
う
精
神
状
況
を
問
題
と
し
た
独
自
の
見
解
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が

興
味
深
い
。
以
下
で
は
暫
く
そ
の
主
張
を
辿
る������������������������������������������������������������

����������������������������������������������
。

そ
も
そ
も
ロ
ー
ス
教
授
が
こ
の
問
題
設
定
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
現
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の
自
然
理
性
及
び
自
然
法
に
関
す

る
基
本
的
態
度
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
の
探
求
心
が
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、｢

教
会
の
社
会
理
論
は
理
性
と
自
然
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法
に
よ
っ
て
議
論
を
行
う｣

と
い
う
発
言
と

｢

自
然
法
は
万
民
に
本
質
相
応
な
も
の
に
定
位
す
る｣

と
い
う
命
題
に
関
連
し
て
、
そ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
し
か
も
相
対
主
義
に
も
原
理
主
義
に
も
陥
ら
ず
に
自
然
法
の
真
理
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る�������������
。
こ
う
し
た
目
論
見
の
下
に
三
つ
の
事
項
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
、
万

民
共
通
の
真
理
と
は
何
か
。
二
、
原
理
主
義
に
も
相
対
主
義
に
も
陥
ら
ず
に
こ
の
真
理
探
求
を
辿
る
方
途
は
如
何
な
る
も
の
か
。
三
、

キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
哲
学
の
文
化
形
成
力
の
本
質
は
何
処
に
あ
る
か
。
本
稿
に
直
接
か
か
わ
る
の
は
、
二
番
目
の
問
い
で
あ
る
。
当

然
こ
こ
を
中
心
に
以
下
の
論
述
は
展
開
さ
れ
る
。

一
六

第
一
の
問
い
、
人
間
に
つ
い
て
の
真
理
の
三
次
元
に
つ
い
て
。
有
名
な
カ
ン
ト
の
三
命
題

｢

我
々
は
何
を
知
り
う
る
か｣

、｢

我
々

は
何
を
為
す
べ
き
か｣

、｢

我
々
は
何
を
望
ん
で
よ
い
か｣

を
、
ロ
ー
ス
は

｢

事
物

(

事
態)

と
は
何
か｣

、｢

価
値
と
は
何
か｣

、｢

意
味

と
は
何
か｣

と
言
い
換
え
る
。
こ
れ
ら
は
緊
密
に
連
関
す
る
問
い
で
あ
る
。
三
問
題
は
、
ロ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
簡
潔
に

｢

事
物
真
理｣

、

｢

価
値
真
理｣

、｢

意
味
真
理｣

と
名
付
け
ら
れ
る�����������������
。

一
七

事
物
真
理�������������
は
、
人
間
本
性
の
生
物
物
理
学
的
・
心
理
学
的
な
所
与
に
関
わ
る
。
人
間
は
他
の
動
物
と
は
異

な
っ
た
仕
方
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
自
然
の
諸
法
則
に
依
存
し
て
い
る
。
ロ
ー
ス
は
、
こ
の
連
関
で
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ

ス
が
集
団
的
な
財
産
所
有
、
即
ち
共
有
形
態
よ
り
も
単
独
財
産
所
有
、
即
ち
私
有
形
態
を
優
先
す
べ
き
議
論
を
展
開
し
た
こ
と
を
引
き

合
い
に
出
し
て
い
る

(

山
田
秀

｢『

百
周
年
回
勅』

の
今
日
的
意
義

法
哲
学
的
観
点
か
ら

(

二)｣)

。

価
値
真
理�������������
は
、
我
々
が
為
し
う
る
も
の
に
つ
い
て
、
何
を
為
す
べ
き
か
、
又
為
し
て
も
よ
い
か
と
い
う
問
い
に

関
わ
る
。
こ
の
価
値
真
理
の
領
域
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
事
物
真
理
の
領
域
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
単
な
る
所
与
と
し
て
の
真
理
で
は
な

く
、
課
題
と
し
て
自
分
自
身
で
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秩
序
が
、
価
値
真
理
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

意
味
真
理�������������
の
領
域
に
お
い
て
は
、
根
本
決
定
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
、
人
は
倫
理
的

｢

善
の
秩
序｣

に
対
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す
る
問
い
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
。
意
味
真
理
の
次
元
は
神
へ
の
方
向
を
暗
示
も
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
だ
と
神
は
創
造
秩
序

の
内
に

｢

自
然
的
な｣

啓
示
と
超
自
然
的
言
葉
の
啓
示
に
よ
っ
て
自
己
を
人
間
に
示
す
。
人
間
に
普
遍
的
な
現
象
と
し
て
宗
教
並
び
に

宗
教
生
活
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
派
な
ど
を
問
わ
ず
、
そ
の
宗
教
的
超
越
能
力
に
よ
っ
て
人
間
は
自
己
の
人
生
と
世
界
の

意
味
に
関
す
る
発
言
を
行
っ
て
来
た
。｢

意
味
問
題
に
ど
う
答
え
る
か
と
い
う
そ
の
態
様
は
個
人
的
な
生
活
に
と
っ
て
も
社
会
全
体
の

社
会
生
活
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。｣

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
も
以
上
に
述
べ
た
区
別
を
、
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
、
プ
ラ
ク
シ
ス
、
テ
オ
ー
リ
ア
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
知
っ
て
い
た

(�����������)
。

一
八

ロ
ー
ス
は
、
近
代
に
お
け
る
真
理
探
究
が
、
相
対
主
義
と
原
理
主
義
の
文
脈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
姿
で
遂
行
さ
れ
た
か
を
描

く
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
ロ
ー
ス
は
、｢
相
対
主
義
や
原
理
主
義
は
、
人
間
像
並
び
に
そ
れ
か
ら
導
出
さ
れ
る
倫
理
的
帰
結
を
決
定
す
る

際
、
人
間
に
か
ん
す
る
真
理
の
三
つ
の
次
元
の

[

真
理
、
即
ち
、
事
物
真
理
、
価
値
真
理
、
意
味
真
理
の]

う
ち
の
一
つ
乃
至
二
つ
が

部
分
的
に
軽
視
さ
れ
る
か
完
全
に
無
視
さ
れ
る
場
合
に
常
に
擡
頭
す
る｣

と
言
う

(�����������)
。
こ
こ
に
は
ロ
ー
ス
が
原
理
主

義
を
捉
え
る
特
徴
が
既
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
の
原
理
主
義
の
理
解
と
は
や
や
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
中
世
の
普
遍
主
義
と
の
関
連
で
み
る
と
、
政
治
的
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
地
方
分
裂
化
し
て
国
民
国
家
の
誕
生
に
徐
々
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
行
く
過
程
と
し
て
、
教
会
の
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
は
前
宗
教
改
革
時
代
の
教
会
の
権
威
が
揺
ら
い
で
い
く
過
程

と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
マ
ル
テ
ィ
ー
ン
・
ル
タ
ー
が
想
起
さ
れ
る
。
彼
は
啓
示
に
対
し
て
有
す
る
人
間
の
自
然
理

性
的
な
能
力
を
否
定
し
、
そ
れ
と
共
に
自
然
法
を
非
難
し
た
。
二
十
世
紀
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
や
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
テ
ィ
ー

リ
ッ
ケ
と
い
っ
た
神
学
者
が
こ
の
立
場
を
取
り
続
け
た

(��������������������������̈��������������������
����������������������������������������

)

。
哲
学
の
分
野
で
デ
カ
ル
ト
は

｢

我
思
惟
す
、
故
に
我
在
り｣

と
言
っ
た
が
、
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前
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
こ
れ
を

｢

エ
ッ
セ｣

を

｢

思
惟｣

に
下
属
せ
し
め
る
も
の
と
捉
え
た
。
そ
の
含
意
は
、
人
間
に
つ

い
て
の
真
理
は
神
の
創
造
と
啓
示
に
よ
っ
て

｢

予
め
与
え
ら
れ
て
い
る｣

の
で
は
な
く
、
自
律
的
理
性
に

｢

課
せ
ら
れ
て
い
る｣

と
い

う
こ
と
で
あ
る

(�������������������������������������̈�)
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
動
向
、
即
ち
、
人
間
の
思
惟
と
宗

教
的
信
念
と
が
思
惟
構
想
と
行
為
構
想
の
全
体
的
連
関
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
信
仰
と
エ
ー
ト
ス
と
学
問
が
分
離
独
立
し
て
い
く
動
向
を

｢

世
俗
化｣��̈�������������
と
呼
ぶ

(��̈�������������
に
つ
い
て
は
、����������

が
し
ば
し
ば
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て

い
る)

。後
書
き

一
九

ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
は
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
相
対
主
義
に
せ
よ
原
理
主
義
に
せ
よ
、
そ
れ
が
擡
頭
す
る
の
は
何
時
で
も

｢

人

間
像
並
び
に
そ
れ
か
ら
導
出
さ
れ
る
倫
理
的
帰
結
を
決
定
す
る
際
、
人
間
に
か
ん
す
る
真
理
の
三
つ
の
次
元
の
う
ち
の
一
つ
乃
至
二
つ

が
部
分
的
に
軽
視
さ
れ
る
か
完
全
に
無
視
さ
れ
る｣

場
合
で
あ
る
と
言
う

(�����������)
。
そ
し
て
こ
の
指
摘
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
私
は
思
う
。
何
と
な
れ
ば
、
構
造
的
な
問
題
成
立
へ
の
視
点
と
理
解
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
特
に

ロ
ー
ス
が
語
る
三
次
元
の
う
ち
何
れ
か
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
事
態
、
同
じ
こ
と
を
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
或
る
一
次
元
を
絶
対
化
し

て
全
次
元
に
不
当
に
及
ぼ
そ
う
と
す
る
と
き
に
原
理
主
義
が
登
場
・
擡
頭
す
る
と
い
う
見
解
に
深
く
賛
同
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
否
、

私
の
考
え
で
は
そ
れ
以
上
に
、
原
理
主
義
と
い
う
べ
き
現
象
は
、
人
間
本
性
の
構
造
そ
れ
自
体
に
由
来
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
故

に
、｢

原
理
的
な
る
も
の｣

を
求
め
て
已
ま
な
い
人
間
の
根
本
衝
迫
と
し
て
、
い
つ
登
場
し
て
も
不
思
議
で
な
い
。
勝
義
で
の
哲
学
、

原理主義についての原理的・批判的考察
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即
ち
、
ピ
ロ
ソ
ピ
ア

(

愛
知)

と
い
う
人
間
の
最
も
根
源
的
な
行
為
か
ら
し
て

｢

原
理
的
な
る
も
の｣

の
確
か
な
現
れ
で
あ
っ
て
、
そ

れ
自
体
は
全
く
問
題
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
推
奨
さ
れ
る
べ
き
人
間
的
行
為
で
あ
り
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
自
己
の

守
備
範
囲
、
妥
当
領
域
を
越
え
出
て
妥
当
要
求
を
す
る
と
き
に

｢

原
理
主
義
的
な
る
も
の｣

乃
至

｢

原
理
主
義｣

と
し
て
問
題
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

二
〇

第
二
節
で

｢
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興｣

の
一
部
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
を
見
た
。
そ
し
て
、
米
国
の
原
理
主
義
も
、
建
国

の
理
想
か
ら
堕
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
在
を
断
罪
す
る
形
で
、
様
々
な
問
題
提
起
を
行
い
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
、

人
間
本
性
の
要
請
に
由
来
す
る
社
会
の
目
的
が
そ
れ
に
相
応
し
い
仕
方
で
は
少
な
く
と
も
十
全
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
、
否
寧
ろ
、
阻

害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
全
体
的
な
認
識
と
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孔
子
に
見
ら
れ
る
宗
教
性
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
教

え
の
哲
学
的
理
論
づ
け
を
行
っ
た
の
は
朱
子
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
朱
子
学
の
展
開
過
程
に
お
け
る
問
題
性
を
捉
え
こ
れ
を
批
判
克
服
し

よ
う
と
す
る
運
動
に
陽
明
学
が
あ
っ
た
。
両
者
と
も
に
儒
教
の
経
書
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
た
謂
わ
ば

｢

儒
教
神
学｣

で
あ
っ
た

(

山
下
龍
二

『

朱
子
学
と
反
朱
子
学』

第
一
章
、
及
び
、
同

『

儒
教
と
日
本』

、
一
六
―
一
八
頁
、
一
四
三
―
一
七
〇
頁)

。
こ
こ
で
も
、
現
状
の
問
題
性

を
よ
り
根
源
的
な
る
も
の
、
今
の
場
合
、
経
書
と
さ
れ
る
訳
で
あ
る
が

[

周
知
の
如
く
、
陽
明
学
で
は
良
知
に
収
斂
し
て
い
く]

、
経
書
は
キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る

『

聖
書』

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
こ
に
は
明
瞭
に
根
源
的
な
も
の
に
遡
源
し
て
現
実
を
捉
え

返
そ
う
と
す
る
人
間
的
な
ぎ
り
ぎ
り
の
真
摯
な
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
別
稿
で

｢

善
さ
を
求
め
る
人
間
本
性｣

を
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
が

(

拙
稿

｢『

善
さ』

を
志
向
す
る
人
間
本
性｣)

、
そ
こ
で
も
基
本
的
に
同
じ
観
点
か
ら
同
じ
趣
旨
に
お
い
て
人
間
の
自
己
理
解

を
主
に
教
育
を
論
題
に
据
え
て
考
察
し
て
み
た
。

雑
駁
な
考
察
を
披
露
し
て
来
た
本
稿
は
、
基
本
に
お
い
て
、
人
間
と
は
よ
り
確
実
で
頼
り
に
な
る
根
源
的
な
も
の
、
原
理
的
な
も
の
へ

の
関
心
に
突
き
動
か
さ
れ
て
人
生
を
生
き
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
そ
れ
の
構
造
的
な
意
義
と
問
題
性
を
私
な
り
に
指
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摘
し
、
解
明
し
、
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

参
考
文
献

小
川
忠

『
原
理
主
義
と
は
何
か

ア
メ
リ
カ
、
中
東
か
ら
日
本
ま
で』

講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
三
年

河
野
博
子

『
ア
メ
リ
カ
の
原
理
主
義』

集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
六
年

栗
林
輝
夫

『

キ
リ
ス
ト
教
帝
国
ア
メ
リ
カ

ブ
ッ
シ
ュ
の
神
学
と
ネ
オ
コ
ン
、
宗
教
右
派』

キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年

坪
内
隆
彦

『

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
の
ア
メ
リ
カ』

亜
紀
書
房
、
一
九
九
七
年

中
山
俊
宏

｢

ア
メ
リ
カ
が
保
守
化
し
た
背
景
お
よ
び
そ
の
外
交
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

『

社
会
と
倫
理』

第
十
八
号
、
二
〇
〇
五
年

(

四
一
―

五
八
頁)

Ｊ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ア
ー

(

野
村
文
子
訳)
『

ア
メ
リ
カ
建
国
の
精
神

宗
教
と
文
化
風
土

』

玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年

山
下
龍
二

『

朱
子
学
と
反
朱
子
学

日
本
に
お
け
る
朱
子
学
批
判

』

研
文
社
、
平
成
三
年

山
下
龍
二

『

儒
教
と
日
本』

研
文
社
、
平
成
十
三
年

山
田
秀

｢『

百
周
年
回
勅』

の
今
日
的
意
義

法
哲
学
的
観
点
か
ら

(

二)｣
(『

社
会
倫
理
研
究』

第
二
号
所
収)

一
九
九
三
年

山
田
秀

｢『

善
さ』

を
志
向
す
る
人
間
本
性

村
井
実
博
士
の
自
然
法
論
的
教
育
思
想

｣
(『

南
山
法
学』

第
三
十
一
巻
、
第
一
・
二
合
併
号

所
収)

二
〇
〇
七
年

�������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������

������������� ���������̈������������������������������������������������������������������
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��������������������������������̈���������������������������������������������̈����������
������������̈ ���������������������������̈�������������������������������������������������������
� ������̈����������

追
記拙

稿
は
、
当
初
の
計
画
を
一
部
断
念
し
て
検
討
不
備
の
箇
所
を
残
し
つ
つ
も

｢

研
究
ノ
ー
ト｣

と
し
て
公
刊
す
る
。
お
よ
そ
一
年
前
に

(

恐
ら
く

二
〇
一
一
年
三
月)

岸
本
研
究
室
で
学
問
談
に
花
を
咲
か
せ
た
折
に
、
岸
本
氏
か
ら
畳
み
掛
け
る
よ
う
な
鋭
い
質
問
に
遭
い
、
そ
の
時
に
説
明
の

た
め
に
話
題
に
し
た
の
が

｢
原
理
主
義
的
な
る
も
の｣

と
い
う
観
念
を
め
ぐ
る
私
の
漠
然
と
し
た
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
折
に
触
れ
て
は
こ

の
問
題
を
考
え
て
来
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
氏
が
図
ら
ず
も
今
春
移
籍
す
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
た
め
、
日
頃
の
ご
厚
意
に
対
す
る
感
謝
の
意
を

込
め
て
、
極
め
て
不
完
全
な
形
で
は
あ
る
が
、
岸
本
氏
の
門
出
を
祝
す
と
い
う
意
味
で
拙
稿
を
捧
げ
た
い
。
ご
受
納
あ
ら
ん
こ
と
を
。
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